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生物教育のための細胞性粘菌の分類の実践

研究資料

Ⅰ　はじめに
１．細胞性粘菌とは
　細胞性粘菌は，土壌中にかなり普遍的に存在す
るアメーバ状生物で，細菌を栄養物として増殖す
る．また，周囲に栄養物がなくなると集合し，ナ
メクジのような形態をとり，多くは光に向かって
移動する．やがてカビの胞子体のように，柄細胞
と胞子細胞に分化するユニークな生活史をもって
いる（図１）．このため，高校の教科書でも，細
胞分化の学習素材の一つとして扱われ，生徒の興
味をひく教材生物である．また，大学等の研究機
関では，発生や形態形成の好材料という意味の
「モデル生物」としても利用されている（前田ら
2000）．

２．教材としての細胞性粘菌
　細胞性粘菌は，これまでに中学校や高校で教材
化が試みられてきたが（小筆 1977，沼宮内 1977，
山田 1980，1982，2005，前田 1998，高橋 2000，
2005, 細野 1986，1991，2008，2011），われわれ中学・
高校の教員は，その種株の入手に関しては研究者
に頼っていた．もし，授業や部活動において，野
外から採集した個体の同定が可能になれば，種ご
との生態調査が可能になる．また，異種の２種の
混合培養など生態学分野の実験が可能になり，そ
の教材としての価値は高くなる．今回，野外から
の種の同定を高校の部活動で実践し，細胞性粘菌
の教材としての新たな活用の可能性が示せたので
報告する．
３．和名の提案
　これまでに細胞性粘菌につけられた和名を，表
１に示した．しかし，今回の実践で現れた種で和
名のないものも多い．学名は一般の高校生にはな
じまない．細胞性粘菌を高校の部活動や課題研究
などで，教材として活用するには，培養や同定の
簡便化とともに，身近な野外から分離できる種類
には和名をつけたい．長年，細胞性粘菌の特に分
類を研究されてきた国立科学博物館植物研究部第
三研究室元室長で，現在は名誉研究員の萩原博光
先生から助言を得たので，よく見られる細胞性粘
菌の表２のような和名を提案したい．

Ⅱ　細胞性粘菌の採集と同定
１．培地の調整と大腸菌の培養
　細野（2011）の方法で行った．中学，高校で教

図１．キイロタマホコリカビ Dictyostelium coideum の
　　　生活史　萩原博光（2000）より．一部改変．


